
12月の風物詩、伴先生によるジルコニアの教育講演です！12月の風物詩、伴先生によるジルコニアの教育講演です！
歯科用ジルコニアは日々革新的に変化していますが、本質は変わり歯科用ジルコニアは日々革新的に変化していますが、本質は変わり
ません。最新のジルコニア分類や新製品の紹介、普遍的な特性につません。最新のジルコニア分類や新製品の紹介、普遍的な特性につ
いてのお話が今回のポイントです。また、今回のトピックはいてのお話が今回のポイントです。また、今回のトピックは「「ジルジル
コニア修復物の鏡面研磨の重要性」コニア修復物の鏡面研磨の重要性」です。対合歯の摩耗低減、機械です。対合歯の摩耗低減、機械
的・化学的耐久性の向上、プラークの付着減少、また適切な研磨が的・化学的耐久性の向上、プラークの付着減少、また適切な研磨が
摩擦係数を低下させ、他の材料と比較して摩耗が最も少ないなど、摩擦係数を低下させ、他の材料と比較して摩耗が最も少ないなど、
ジルコニアの特性を詳しく知る機会になる事間違いありませんジルコニアの特性を詳しく知る機会になる事間違いありません！！

歯科用ジルコニアの革新と普遍性歯科用ジルコニアの革新と普遍性

7日（土）13:20〜14:50
301

　伴　清治先生
　愛知学院大学歯学部歯科理工学講座 非常勤講師（教授級）

　1976名古屋工業大学大学院工学研究科修士課程 （無機材料工学専攻） 修了
　1982-2001 愛知学院大学歯学部歯科理工学教室（助手、講師） 
　1988-1989 フロリダ大学歯学部客員講師
　2001-2003 鹿児島大学歯学部歯科理工学講座教授
　2003-2010 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授
　2010ｰ愛知学院大学歯学部歯科理工学講座非常勤講師（教授級）現在に至る


